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 多 面 的 機 能 支 払 の メ ー ル マ ガ ジ ン 「 農 村 ふ る さ と 保 全 通 信 」 の 第 95 号 を お

届 け し ま す 。  

 今 回 の 活 動 組 織 紹 介 で は 、 地 域 資 源 を 次 世 代 へ 継 承 す る こ と を 目 標 に 、 水 辺

環 境 や 伝 統 文 化 な ど の 保 全 に 積 極 的 に 取 り 組 む 組 織 に つ い て 紹 介 し ま す 。ま た 、

組 織 の 代 表 者 イ ン タ ビ ュ ー で は 、 宮 崎 県 都 城 市 の 活 動 組 織 で 活 躍 さ れ て い る 女

性 役 員 の お 話 を 伺 い ま し た 。  

 事 務 局 か ら は 、 第 88 号 で も 掲 載 し た 新 潟 県 十 日 町 市 の Ｆ Ｃ 越 後 妻 有 の 選 手

た ち の 紹 介 記 事 、 ま た 、「 棚 田 に 恋 」 写 真 ・ 作 文 コ ン テ ス ト の 結 果 に つ い て 紹 介

し ま す 。  
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■１．活 動 組 織 の活 動 紹 介  

   ～峯 岸 地 区 農 地 維 持 組 合 （栃 木 県 那 須 町 ）～  ■  

 

～地 区 概 要 ～  

栃 木 県 の 北 東 部 、奥 州 街 道 の 宿 場 町 と し   

て 栄 え た 芦 野 の 北 側 に 位 置 す る 純 農 村 地  

帯 を 拠 点 に 活 動 。  

活 動 範 囲 は 、田 18 .3ha、畑 0 .3ha、農  

道 0 .6km、 開 水 路 5 .9km。  

 

～主 な取 組 ～  

◎ 本 組 織 で は 、農 用 地 の 適 正 管 理 や 農 業 用 施

設 、水 辺 環 境 の 保 全 活 動 を 推 進 し 、大 切 な

資 源 を 次 世 代 へ 継 承 し て い く こ と を 目 標

に 活 動 を 実 施 し て い ま す 。  

◎ 組 織 に は 峯 岸 集 落 全 体 で 加 入 し て お り 、地

元 自 治 会 と 一 緒 に 活 動 し て い ま す 。 ま た 、

那 須 町 土 地 改 良 区 の 芦 野 維 持 管 理 委 員 会

と も 連 携 し な が ら 、農 用 地 、農 業 用 施 設 の

維 持 管 理 を 行 っ て い ま す 。  

◎ 令 和 元 年 度 か ら は ホ タ ル の 餌 に な る カ ワ

ニ ナ を 保 護 し 、河 川 の 汚 染 防 止 に 努 め る こ

と で「 ホ タ ル の 里 づ く り 」を 推 進 し て い ま

す 。 同 時 に 、 彼 岸 花 を 株 分 け し て 増 や し 、

草 刈 り を ま め に 行 う こ と で「 彼 岸 花 の 里 づ

く り 」 も 推 進 し て い ま す 。  

◎ 毎 年 12 月 上 旬 に は 、那 須 町 の 無 形 民 俗 文

化 財 で あ る「 峯 岸 熊 野 講 餅 つ き 」が 構 成 員

の 一 員 で あ る 峯 岸 熊 野 講 保 存 会 を 中 心 に

実 施 さ れ 、千 本 杵 で 天 高 く ま で 持 ち 上 げ る

豪 快 な 餅 つ き と 伝 統 あ る 餅 つ き 唄 は 、地 域

の 住 民 だ け で な く 県 外 か ら 訪 れ る 方 々 に

も 楽 し ん で い た だ い て お り ま す 。  

◎ 営 農 ビ ジ ョ ン 検 討 会 の ア ン ケ ー ト 結 果 か

ら は 、後 継 者 の 確 保 や 新 規 参 入 が 無 い 状 態

が 続 く と 地 域 の ６ 割 が 高 齢 者 と な る た め 、

今 後 は 若 い 担 い 手 の 確 保 や 育 成 な ど に つ

い て 話 し 合 い を 進 め て い き ま す 。  

                   

【 峯 岸 地 区 農 地 維 持 組 合  代 表  松 本  隆 】  

 

 

 

 

 

 

水 路 の 泥 上 げ  
 
 
 
 
 
 

ホ タ ル 観 賞  

 
 
 
 
 
 

彼 岸 花 の 植 栽  

 
 
 
 
 
 

峯 岸 熊 野 講 餅 つ き  

 
 
 
 
 
 

営 農 ビ ジ ョ ン 検 討 会  



■２．活動組織の女性役員へのインタビュー 

穂満坊地区農地・水保全会（宮崎県都城市）■ 

 

 

 

②組織を立ち上げようと思ったきっかけ（あるいは、組織の役員を引き受けたきっかけ） 

（福園） 慣例で自治会の役員が組織の役員をすることになっています。二人とも自治会役員で、自然 

と引き受けました。今年が３年目です。会計を担当しております。 

（安藤） 私は当初から穂満坊地区農地・水保全会に関わっており、今年で８年目になります。現在は審

議委員を引き受けております。 

私たちが活動に取り組んでいる穂満坊地区は、圃場整備が終わった稲作の盛んな地域です。 

霧島連山を背景に、田んぼが広がり、夏は緑の絨毯、そして秋になると実った稲穂が黄金色に 

輝く美しい光景が広がります。しかし、農家の高齢化や離農による問題が徐々に浮かび上がっ 

てきている時期でもありました。 

祖先から引き継いだ美しい景観の田園風景を、末代まで守っていこうという地域住民の決意

が、組織立ち上げのきっかけとなりました。 

 

③組織を運営する中で苦労したこと 

（福園） 本年度は、本組織設立から８年目となりますが、やはり高齢者や寡婦（高齢者）の方々が年々

増えてきております。 

（安藤） その中でどのようにして、より多くの参加者を、女性や若い世代を呼び込めるか、作業内容 

等の検討を運営員会で十分話し合っております。 

 

④役員として心がけていること 

（福園） 組織役員 23 名中、女性が 2 名ということで、女性ならではの視点で、組織の活動に有益な

取り組みがないものか、常に考えております。 

（安藤） 構成員の方々とのコミュニケーションを大事にして、良い意見や提案を活動に生かせるよう 

に意識しています。 

 

 

⑤特に力を入れて取り組んでいる活動内容 

（安藤） 本年度は、花の植栽を一箇所増やしていただきました。一箇所はグラジオラスを植え、6 月の 

① 組織の概要 

・活動組織名 ： 穂満坊地区農地・水保全会 

・代表者  氏名： 新地 澄夫  

・回答者 氏名：  安藤 いり子  

       ：  福園 朋子 

・活 動 範 囲 ： 田  7,414ha、 

・対 象 施 設 ： 水路 14.6km、農道  9.8km 

・活動開始時期： 平成 24 年度 

 



満開時には黄色い花が見事でした。もう一箇所には、ひまわりを植えましたが、時期がちょっ 

と遅くなり、まだまだの状態です。ふるさとの風景を維持し、子どもたちに引き継ぐために大 

切な取り組みだと思っています。 

 

（福園） 農道や水路の維持管理はもちろんですが、地域ぐるみの活動の成果の一つとして、たくさん 

の花が咲くのを、毎年心待ちにしています。 

 

⑥活動を行って良かったこと 

（安藤） まず、構成員の方々と知り合えたことです。様々な団体の方がいらっしゃる中で、活動の内 

容を理解して貰いながら、この活動を共に遂行していけることはとても喜ばしいことだと思い 

ます。 

（福園） 同じく人との繋がりが増えたことです。活動の成果を多くの方と共有できることはとても 

有意義だと感じます。 

 

⑦今後の展望や目標 

（安藤） 今後も構成員の話を十分に活動に生かし、みんなで魅力ある穂満坊の農地等を維持していけ 

たらと思います。 

（福園） 次の世代へふるさとの風景を繋いでいけるよう、これからの目標を定め、それに向かって全 

員で安心、安全の中で楽しく活動していきたいと思います。 

 

⑧構成員に非農業者団体が含まれている理由や参加までの流れ 

（福園） 私たちの組織の活動の一つである、地域の財産「はまみや」周辺の草刈りなどを地域の皆様に

評価していただいたことが発端です。現在では、自治会の青年部、育成部、高齢者などの団体が

活動に参加しています。 

（安藤） 「はまみや」は集落の西に位置し、田園風景を一望できる場所に馬頭観音が祭られ、浜宮水 

神、花立水神の石碑が残る地域住民の憩いの場となっています。用水にも利用されている湧き 

水が出る小さな池があり、昔は子どもたちが水遊びをする場所でもありました。 

しかし、管理する人がいなくなり荒地となったため、地域で整備した後を、組織で維持管理に

取り組んだところ、現在では蛍が飛び交うようになり、地域の方々にとても喜ばれております。 

 

⑨女性が活動に参画することによって活動はどう変わったか 

（福園） ちょっとむずかしい質問ですが、女性ならではの着眼点で、活動に幅を持たせることができた 

    のではないかと思います。女性の参加者が増加しました。 

（安藤） 参画団体の女性役員同士で情報交換を行うことで、力仕事以外の女性が参加しやすい活動や 

女性の力を発揮しやすい活動を把握しやすくなり、女性ならではのアイディアを生かした景観 

形成などの取り組みを行っています。 

 

⑩女性の活動参画に向けて、どのような工夫を行ったか 

（安藤） 現在、私たち２名が役員として参加しておりますが、このことは自治会の会長（組織の会長兼

務）からのお誘いが始まりでした。 

（福園） まず、安藤さんが参加し、その必要性を周りから評価されたものだと考えています。 



会長のお話によると、他の活動で、女性のリーダー的存在であった安藤さんに参加してもら 

うことで、他の団体や人との繋がりが増え、女性ならではの視点から活動が広がり、女性の参 

加者も増えるのではないかと考え、声掛けされたとのことでした。 

 

【九州農政局農地整備課】 



■３. 多面交付金にかかる女性活躍～事務の担い手として～■ 

 

本メールマガジン第 88 号でもご紹介した、多面交付金の事務の担い手としても活躍する、新潟

県十日町市の FC 越後妻有の選手たちが情報誌「新・田舎人」において取り上げられました。 

サッカー・農業・委託事務の三足のわらじで地域になじみ、活躍する彼女たちの日々の活動や想

いが、たくさんの素敵な写真とともに綴られています。 

 

【農林水産省 多面的機能支払推進室】 

 

  



  
 

 



■ ４ ．「 棚 田 に 恋 」 写 真 ・ 作 文 コ ン テ ス ト を 開 催 し ま し た ！ ■  

 

皆 様 の 中 に も 棚 田 地 域 で ご 活 躍 さ れ て い る 方 が い ら っ し ゃ る と 思 い ま す が 、

棚 田 は 、 国 土 の 保 全 、 水 源 か ん 養 な ど の 多 面 的 機 能 を 有 す る 国 民 共 有 の 財 産

で す 。 こ の 棚 田 は 、 皆 様 の よ う な 地 域 で 農 業 を 行 っ て い る 方 々 に よ っ て 守 ら

れ て い ま す 。  

農 林 水 産 省 で は 、 こ れ ま で も 「 棚 田 に 恋 」 を キ ャ ッ チ フ レ ー ズ に 、 棚 田 の

魅 力 を 広 く 発 信 す る 取 組 を 進 め て き ま し た 。 今 回 、 そ の 取 組 の 一 環 と し て 、

美 し い 棚 田 の 守 り 人 で あ る「 お ば あ ち ゃ ん 」に ス ポ ッ ト ラ イ ト を 当 て 、「 映 え

る （ ば え る ） 棚 田 お ば あ ち ゃ ん 」 を 募 集 す る 「 写 真 ・ 作 文 コ ン テ ス ト 」 を 開

催 し 、 入 選 作 品 と し て 13 作 品 を 決 定 し ま し た 。  

入 選 作 品 は 電 子 版 冊 子 と し て と り ま と め 、 農 林 水 産 省 「 棚 田 に 恋 」 ポ ー タ

ル サ イ ト で 公 開 し て い ま す 。 ど の 作 品 か ら も 、 棚 田 で 活 躍 す る お ば あ ち ゃ ん

の 魅 力 が 伝 わ っ て き ま す の で 、 是 非 ご 覧 下 さ い 。  

 

（ 農 林 水 産 省 ポ ー タ ル サ イ ト 「 棚 田 に 恋 」）  

h t tps : / /www.nou-nav i .maf f . go . j p / tanadan iko i /news/  

 

 

 

【 農 林 水 産 省 地 域 振 興 課 】  

 

 

 

 

■ 編 集 後 記 ■  

９ 月 の 連 休 が 明 け て か ら 、 東 京 で は ガ ラ リ と 気 候 が 変 わ り 、 夏 か ら 秋 へ 一

気 に 駆 け 足 で 移 っ て い き ま し た 。 一 方 で 、 依 然 と し て 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の

感 染 は 終 息 せ ず 、 感 染 者 数 の 減 少 傾 向 は 鈍 化 し て い ま す 。 秋 以 降 、 低 温 乾 燥

の 下 で 感 染 が さ ら に 拡 大 す る 事 態 が 懸 念 さ れ て い ま す 。 季 節 性 イ ン フ ル エ ン

ザ な ど の 感 染 症 へ の 対 策 も 含 め 、 季 節 の 変 わ り 目 を 肌 で 感 じ る こ の 時 期 に 、

改 め て 感 染 回 避 の た め の 生 活 様 式 を と れ て い る か 、 見 直 し た い と 思 い ま す 。  

 

https://www.nou-navi.maff.go.jp/tanadanikoi/news/
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◇ 「 多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 の ロ ゴ マ ー ク 」 ◇  

ロ ゴ マ ー ク は 以 下 の サ イ ト か ら ご 利 用 に な れ ま す 。  

ど ん ど ん ご 活 用 く だ さ い ！ ！  

 
 

h t t p s : / / w w w. m a f f . g o . j p / j / n o u s i n / k a n r i / a t t a c h / p d f / t a m e n _ s i h a r a i - 3 1 . p d f  
 

◇ 配 信 先 メ ー ル ア ド レ ス の 変 更 ・ 配 信 解 除 等 ◇  

メ ー ル ア ド レ ス 等 の 変 更 や メ ー ル マ ガ ジ ン の 配 信 解 除 等 は 以 下 の サ イ ト か ら ！  

h t t p s : / / w w w. m a f f . g o . j p / j / p r / e - m a g /  
手 続 き に は パ ス ワ ー ド が 必 要 で す 。  

お 忘 れ の 場 合 は 、 以 下 の サ イ ト で パ ス ワ ー ド を 再 発 行 し て 下 さ い 。  

h t t p s : / / w w w. m a f f . g o . j p / j / p r / e - m a g / r e . h t m l  
 

◇ ご 意 見 ・ ご 感 想 等 ◇  

メ ー ル マ ガ ジ ン に 関 す る ご 意 見 ・ ご 感 想 や 取 り 上 げ て 欲 し い テ ー マ 、 ご 自 身 の

所 属 す る 活 動 組 織 の 紹 介 文 （ 300 字 程 度 ） 等 に 関 す る メ ー ル を お 待 ち し て お り

ま す ！ ！  

t a m e n _ m l @ m a f f . g o . j p  
 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

【 発 行 】  
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TEL： ０ ３ ― ３ ５ ０ ２ ― ８ １ １ １ （ 内 線 ５ ４ ９ ３ ）  
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◇ バ ッ ク ナ ン バ ー ◇  

h t t p s : / / w w w. m a f f . g o . j p / j / n o u s i n / k a n r i / t a m e n _ s i h a r a i /
n o u s o n _ f u r u s a t o _ h o z e n / i n d e x . h t m l  
 

バ ッ ク ナ ン バ ー は こ ち ら か ら も ご 覧 い た だ け ま す ！ →  
 

https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/
https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/re.html
mailto:tamen_ml@maff.go.jp
https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/tamen_siharai/nouson_furusato_hozen/index.html
https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/tamen_siharai/nouson_furusato_hozen/index.html
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